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1.はじめに

中国青海省および甘粛省では，モンゴjレ語学で通常「孤立的」とよばれる

一群のモンゴル系諸言語がおこなわれている。具体的には，シラ・ユグル(東

部裕固)語，モングォル(土族)語，パオアン(保安)語， ドゥンシャン(東

郷)語の 4言語である。これらの言語を「弧立的」というのは，中国語のよ

うに語の形態的変化の少ない言語を類型論的観点から「孤立語」とよぷのと

宅

-A
勾
't

唱
E-品



北大文学部紀要

は異なり，地理的に孤立していること，また，一方では他には見られない古

い言語特徴を保持しながら(1)もう一方では隣接するチュルク系の言語，チ

ベット語，中国語などとの接触によって，音，形態，統語，語嚢の各レベル

にわたり多大な変化をこうむった結果，全体として，他のモンゴル系諸言語

とはいちじるしく異なる外観を呈するにいたったことによる。

栗林は，これら「孤立的」諸言語に共通して見られるきわだった音声的特

徴として， 1)語の強勢が語末音節の母音におかれる(4言語に共通)， 2) 

語頭に子音連続あるいは子音rが現われる(4言語に共通)， 3)母音調和

が破壊され，語幹内にわずかに痕跡として認められるのみとなっている(シ

ラ・ユグル語以外の 3言語に共通)， 4)前舌の円唇母音をもたず，母音体

系が単純化している(シラ・ユグル語以外の 3言語に共通)， 5)短母音と

長母音の対立がない(ドゥンシャン語，モング、オル語民和方言，パオアン語

大河家方言に共通)の 5点をあげ，このうち特に， 2)， 3)の特徴は，語

頭には子音連続や子音rが立たず，母音調和を有するといわれているアjレタ

イ諸言語に共通の基本的特徴における変容であり，これらの言語がこうむっ

た変化の深刻さがうかがわれることを指摘している(1989a : 278-9 )。

もちろん，アルタイ諸言語に共通する諸特徴において，これら 4言語がこ

うむった変容は音声面だけに限られるものではない。例えば，形態法におけ

るアjレタイ諸言語に共通の主要な特徴としては，主に接尾辞を語幹に次々に

接続させることによって語形成を行なう，いわゆる「接尾辞型」を示すこと

があげられるが，これら 4言語のなかでも，中国語の干渉をとりわけ深刻に

受けたと思われるドゥンシャン語に広範に見られる，動詞語幹によって副動

調形を表わす現象は，語の形態的変化が少ないといわれる「孤立語型」の特

徴を有する中国語の影響によって， ドゥンシャン語の動詞形態法に接尾辞型

の崩れが引き起こされたことによるものと考えることができるであろう。こ

のような変化は， ドゥンシャン語の動詞形態法における主要な構造的変化の

ひとつとしてとらえることができるものであり，ここに中国語からの干渉の

深刻さを認めないわけにはいかない。

筆者はこの点に関して，すでに別の論稿で指摘しておいたが(一ノ瀬
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ドゥンシャン語の動詞形態法に見られる中国語の干渉

1992 : 86)，本稿ではこれを特に取り上げて扱うものとする。その手続きと

して，まず第2節で，このような形態的変化を引き起こす背景となった，ドゥ

ンシャン族におけるドゥンシャン語と中国語の使用状況を，甘粛省編輯組編

(1987 : 122-4 )の調査資料にもとづいて踏まえる。次に第3節では， ドゥ

ンシャン語が中国語からの干渉をどの程度受けているのかを全体的に把握す

るために，音韻，形態，統語，語棄の各レベルにみられる干渉の事例を概観

する。そして第4節では，本稿の主たるテーマであるドゥンシャン語におけ

る動調語幹による副動調形成の諸例を分析することによって，それが，中世

蒙古語にかつて存在し，また現代モンゴル語(ハルハ Khalkha方言，チャハ

ルChakhar方言等)においても存在する限られた範囲での類似の用法が，中

国語の影響によって， ドゥンシャン語において拡大発展した，いわば「触発

trigge出19Jの原理(細)11 1985: 78)にもとづく変化であることを明らか

にしたい。

2 . ドゥンシャン族の言語使用状況

ドゥンシャン語は中国甘粛省臨夏回族自治州を中心に，臨夏市，臨夏県，

寧定県(現在の広河県)，和政県，康楽県，蘭州市，さらには新彊省，寧夏省，

青海省などに居住するドゥンシャン族によって話されるモンゴル語系の言語

である。ドゥンシャン族の人口は， r中国一九八二年人口普査資料j(1985， 
北京)によれば， 1982年現在で27万9523人である。民族および言語名として

知られる自称「ドゥンシャン(東郷)Jは，かつての行政区画で i(河州の)

東の郷Jをさす中国語に由来するという(この他，かつて自称として報告さ

れた「サンタ SantaJ [ドゥンシャン語で「イスラム教徒Jの意]との関係に

ついては，栗林編 [1986: v-vu]を参照されたい)。また，彼らはイスラム(回)

教徒であることから，ドゥンシャンホイホイ(東閥回国)，モングホイホイ(蒙

古田回)などとよばれていたこともある。

ドゥンシャン族の由来については，彼らが独自の文字を持たず，辺境の地

に居住しており，また1949年新中国成立以前には独立の民族として認められ

ていなかったことも原因して，これまでのところ十分に明らかにされていな

。。
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い。《東郷族自治県概況》編写組編によれば，従来は，主にモンゴル族説，

回族・モンゴル族・漢族・チベット族混合説がおこなわれていたが，近年は

むしろ回族説が主流になっている (1986: 16-8)。

混合説の根拠としては，チンギス汗が西征からの帰途，西夏に侵攻した際

に，モンゴル軍とそれに編入された回族が初めて現在のドゥンシャン地域に

来たのが， ドゥンシャン族の始まりであるとする推測があげられる。一方，

漢族はモンゴル箪に参加して来てドゥンシャン族の形成に関与したか，ある

いはドゥンシャン族の中には自分たちの祖先は陳西などの地からやってきた

難民であるというものもあることから， ドゥンシャン族の形成過程以後に融

合したものともみられる。次に，凹族説の根拠としては， ドゥンシャン族の

イスラム教徒を意味する「サンタ」という自称，あるいは， ドゥンシャン地

域において中央アジアの地名や突厭人の「ナイマン」部に類似した地名，モ

ンゴル軍が中央アジアから連れてきたと思われるさまざまな職人を意味する

地名が存在すること，さらにはドゥンシャン族が中央アジア系の容貌をもつ

ことなどがあげられる。

一方，栗林は， ドゥンシャン語をふくむ上述の孤立的モンゴル系諸言語の

語の強勢が，通常，第 1音節に強勢をもっ他のモンゴル系諸言語とは異なり，

一様に語末音節の母音におかれることに注目して，これが同様の強勢をもっ

チュルク系の言語の基層(substratum )によるものではないかと推測してい

る(1989a : 279-80)。すなわち栗林によれば，チュルク系の言語を話すチュ

ルク系の民族が，モンゴル語へと言語の取り替えをおこなった結果生まれた

のが，これら 4つの孤立的言語であるというわけである。これは言語学的見

地からドゥンシャン族の由来に関する問題にアフローチした説として注目に

値いする。

ところで，このように， ドゥンシャン語の形成に際し，過去のある時点で

チュルク系の言語がその基層として関与していたかどうかという議論はここ

ではさておき，現在のドゥンシャン語にみられる他言語からの干渉を論じる

際には，むしろ中国語(西北方言)を抜きにすることはできない。ちなみに，

ドゥンシャン族の大部分が中国語との 2言語併用者であるという(栗林

- 174一



ドゥンシャン語の動詞形態法に見られる中国語の干渉

1989 b : 1281)。しかし，ここでいう「大部分」というのが具体的にはどの

程度のものであり，また i2言語併用」というのが，一人一人の個人が2つ

の言語を同じくらい流暢に運用する能力のある状態(個人的 2言語使用 indi-

viduaI bilingualism )をさしているのか，それとも，ある地域社会の成員の多

くが2つの言語のいずれをも，その使用能力や表現範囲の程度差はともかく

も，生活言語として使用している状態(集団的 2言語使用 communitybiling・

ualism)をさしているのかについては明らかではない(2)。

筆者自身ドゥンシャン族地域で現地調査を行なったことがないため，以下

では，甘粛省編輯組編(1987: 122-4 )に記載されている1958年のドゥンシャ

ン族社会歴史調査報告にもとづき，これらの点を概観することによって，こ

の「中国語との 2言語併用」状況に関して若干の補足を加えておくことにし

たい。甘粛省編輯組編(向上)は，資料的な古さや実施方法の不徹底のため，

その統計に絶対的な信頼をおくことができないことは否めないが， ドゥン

シャン族の言語使用状況を知るひとつの手がかりとしては有効であろう。

甘粛省編輯組編(同上)では， ドゥンシャン族が集中的に居住する臨夏回

族自治州ドゥンシャン族自治県における中国語の使用状況を，その普及率お

よび地域的まとまりを考慮して，大きく次の 3つの地域に分類している(表

1参照)。

〈表1) ドウンシャン族自治県における中国語の

普及状況

地域 人 口 中国語能力者

1* 63，024 8，193 

2** 13，511 4，459 

3** * 37，885 35，233 

合計
114，420 * * * *(3) 47，885 

(100%) (43%) 

(甘粛省編輯組編の資料にもとづき一ノ瀬が作成)
* 迂集区，四甲区，高門郷，免谷池郷，大樹郷，羅穆区，
平善区
** 鎖南鎮，春台郷，坪庄郷
*** 百和郷，唐注区，大板郷，科妥郷，薫嶺郷，紅塔郷黄
家村，紅崖郷，河灘区，関室郷，羅穆区，平善区
**** ただし，うち15，692人は回族および漢族
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この表でいう「中国語能力者J(原文では「会漢語者J)には，聞き取りも

会話も自由にできる者(原文では「全通漢語者J)のみならず，聞き取りは

できるが，あまり話すことのできない者(原文では「半通漢語者J)も含ま

れていることに注意されたい。すなわちこの資料では， r全通漢語者Jr半通
漢語者」といった場合に初めて，ある個人における 2つの言語の運用能力の

程度という側面に着目していることが知られる。以下では便宜的に前者を中

国語の「完全能力者J，後者を「不完全能力者」と呼ぶことにし，上述のご

とく 2様に定義されうる r2言語併用」あるいは r2言語併用者」といった

用語は，ここでは混乱を避けるために用いない。

まず，地域1では，全人口の13%が中国語の能力を有するのみである。例

えば，在家集区砂黒池社では，全人口279人のうち中国語の完全能力者は 9

人で，全体のわずか3.2%，不完全能力者は27人で，全体の9.9%をそれぞれ

占めるにすぎない。また，これらの中国語能力者も日常生活においてはすべ

てドゥンシャン語を使用し， ドゥンシャン語のできない者に対してのみ中国

語を使用するという。このことからも，この地域では， ドゥンシャン語が中

国語に対しでかなりの優勢を占めていることがうかがわれる。

次に，地域2では，全人口の33%が中国語の能力を有することになり，地

域1よりも高い率を示している。しかしながら，実際の内訳はいささか複雑

のようである。例えば，鎖南鎮鎖南社の王家村を例にとると，ここはドゥン

シャン族と漢族の雑居地区であり，全人口108人のうち， 38人の漢族を含ん

でいる。この村では一般に， ドゥンシャン語と中国語が併用され，中国語の

完全能力者は70人で全人口の64.8%，不完全能力者は31人で全人口の28.7%，

合計で中国語能力者は全人口の93.5%になり，非常に高い率を示しているこ

とがわかる。ところが一方，同じく鎖南鎮の木也里社は純粋にドゥンシャン

族のみの居住地区であり，全人口493人のうち，中国語の完全能力者は42人

で8.5%，不完全能力者は53人で10.7%，合計で中国語能力者は全人口の

19.3%と少ない。このような同じ地域内で見られる不均衡は，中国語の普及

率と地域的まとまりの両方を考慮に入れて区分しようとしたために生じたも

のであり，普及率のみを基準にしたのならば避けられたであろう。さらに，

-176ー
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同じく鎖南鎮におけるドゥンシャン語と中国語の使用状況を職業別に見ると，

概して農業などを営む一般住民はドゥンシャン語を話し，管理職員とその家

族は中国語を話す傾向があるという。

最後に，地域 3では，全人口の93%が中国語の能力を有し 3地域のなか

で最も高い率を示している。例えば，百和郷陳家村には， ドゥンシャン族

113人，回族 4人が居住しており，漢族の居住は報告されていないが，それ

でもこのうち中国語能力者は102人で，全体の93%という高い率を示している。

ただし，ここでも住民は日常生活ではすべてドゥンシャン語を用い， ドゥン

シャン語ができない者に対してのみ中国語を用いるという。

以上の資料から見ると，少なくとも1958年の時点では， ドゥンシャン語と

中国語の使用状況は地域によってかなりの違いがあり，一個人の運用能力と

いう点からみても，集団の生活言語という点からみても 2言語併用は地域

によってはそれほど高いものではないということができる。したがって，も

ちろん，その後30年以上を経た現在では，中国語の使用率がさらに高くなっ

ていることは十分に予想されることではあるが，もしも上の1958年当時の状

況から，現在の状況をある程度うかがうことが許されるとするならば，そこ

には大部分がドゥンシャン語と中国語の 2言語併用者であると均しきっては

しまえない複雑な現実があるように思われる。

また，上の資料からうかがえる興味深い点のひとつとして，純粋なドゥン

シャン族の居住地区であり，なおかっドゥンシャン語の使用率が高い地区(例

えば鎖南鎮木也里社)と，一方，同様にドゥンシャン族が大多数を占めてい

るにもかかわらず，逆に中国語能力者が高い率を示している地区(例えば百

和郷陳家村)がともに存在することがあげられる。これが一体なにに原因す

るのかは，実地調査等によって明らかにする必要がある。いずれにせよ，こ

のような事実ひとつとってみても， ドゥンシャン語と中国語の使用状況は地

域によりかなり複雑な様相を呈しており，今後きめ細かなアプローチが必要

とされるところであろう。

ちなみに，本稿で筆者が依拠するドゥンシャン語の資料は，主に布和編著

(1985) ，布和等編(1983，1986)であるが，そこでは鎖南規公社(=鎖南

円
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鎮区)を主調査地，竜泉公社(=四甲区)を副調査地としており，上の地域

1， 2に属するドゥンシャン族のドゥンシャン語資料であることがうかがわ

れる。

ところで， ドゥンシャン族自治県のドゥンシャン族が中国語を使用するよ

うになったのは，それほど古いことではない。 1920年以前に中国語が話せる

ドゥンシャン族はまだ非常に少なかったが，その後，自治県外に出て商売や

仕事をしたり，軍役についたりする者が増えたこと，また，特に1949年の解

放以後は交通の便もよくなり，外来の漢族の管理職員，あるいは復員軍人な

ど中国語のできる者がこの地域に数多く居住するようになったこと，さらに

は学校や訓練班が開設され中国語教育が行われるようになったことなどによ

り，中国語が急速にこの地域に浸透し， ドゥンシャン族社会において威信言

語としての地位を獲得していった。しかしその一方では，この地域にはもと

もと少なからぬ数の漢族が居住しており，その多くは別の土地に移住したが，

現在でも鎖南，東原，関墨，百和，大板空，唐?王などの各地区にはその残留

者がいて，中国語を話しているといわれている。これらの漢族と接触のある

ドゥンシャン族における中国語とドゥンシャン語の言語使用状況については，

別に注目してみる必要があろう。

3 . ドゥンシャン語に見られる中国語の干渉

第2節では， ドゥンシャン族におけるドゥンシャン語と中国語の使用状況

が，少なくとも1958年の時点で，地域によってはその大部分が2言語使用者

であるというほど高いものではないことが明らかになった。とはいえ， ドゥ

ンシャン語の音韻，形態，統語，語嚢の各レベルにわたって見られる中国語

の干渉の大きさは否定することができないものである。

もっとも，言語は接触のいかんにかかわらず，常に変化しているものであ

るため，ある言語特徴が他言語との接触によって引き起こされたものである

か否かを決定することはそれほど容易なことではない。ここではこの点を克

服するために，細川の「接触する両言語の構造の通時的・共時的な変異を接

触状況以外で観察されるものをも含めて，ひろく比較対照していく」という
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立場(1985: 73)をとる。

具体的に，細川は2言語の接触の構図を次の図 1のようにとらえている o

〈図1)言語接触の構図(細川1985:74)

(諸方言)

*社会的地位の高い言語

..社会的地位の低い言語

言語接触

集合約2言語使用 (諸方言)

細川はH言語ハにおいて観察されるある特徴が i)接触言語ホかつ/また

はへの構造上の特徴と相似していること， ii)イ→ロまたはホという通時的

な発展において観察されないこと， iii)ロの諸方言聞の共時的な変異におい

て観察されないことという 3つの条件をすべて満たしていれば，その言語特

徴はL言語ホからの干渉によって生じた可能性があるといえるとしている。

細川が具体的に論じているのは，南米の中央アンデス地域におけるスペイン

語とケチュア語の言語接触による，スペイン語側の「共鳴効果resonanceJ (4) 

についてであり， H言語とはスペイン語 L言語とはケチュア語をさす。し

かし，反対にL言語であるケチュア語に見られる共鳴効果についても，同様

の方法で検証することが可能であると思われるため，本稿で扱うドゥンシャ

ン族における L言語であるドゥンシャン語についてもこの方法は適応できる

であろう。したがって，以下で筆者があげるドゥンシャン語における中国語

の干渉によると思われる言語特徴も， i)中国語の構造上の特徴との相似が

見られる， ii)モンゴル語の通時的な発展において観察されない， iii)モン

ゴル語の他の方言において共時的に観察されないという 3条件を満たすもの

であり，また，本稿の主たるテーマであるドゥンシャン語の動調語幹による
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副動詞の形成における中国語の干渉についても，これらの条件を満たしてい

るか否かを検討していくことがその主な手続きとなる。以下では以上の点に

ついて，音に関しては栗林(1989a， b)を一部踏まえつつ，各レベル別に，

主に布和編著(1985)の資料に分析を加えることによってみていく。

3. 1.音韻(5)

ドゥンシャン語に独自の音韻的特徴については栗林(1989a : 280ーし

b : 1281-3 )が指摘し，そのいくつかは中国語の影響によるものであると

位置づけている。ここでは概観の意味でそれらをも含めて簡略に紹介し，若

干補足が必要と思われる部分は，そのつど，特に断わらないかぎり布和編著

(1985 )による例とともに示す。ただし，その他の具体例については栗林を

参照されたい。

3. 1. 1.音素の取り替え

蒙古文語のJ，c， s (i)に対して，捲舌音の d4" t~ ， eが対応する。

3. 1. 2.音素の増加

捲舌母音のgは主に中国語の借用語に現われる。ただし，固有語において

もわずかではあるが見られる。

(1) t!;lIna;T rあさってJ，t<;I;Tg;} I木車J[鎖南現方言]
fug;T I牛J[在家集方言]

3. 1. 3.音節構造の改変

音節構造がいちじるしく単純化し，閉音節の音節末にたつ子音は nかq

に限られる。ちなみに，中国語の主たる音節構造は，閉音節では(C)Ynおよ

び(C)Yl)で、あるが，これは，満州語の単語の末尾に許される子音がやはり n

かqのみであったことの影響であると考えられている(橋本 1989 : 897)。

3. 1. 4. アクセントの改変

中国語からの若干の借用語においては，声調の違いが強勢の位置の違いと

して実現され，意味の弁別を行なうことがある。

(2) 'Idzi I石鹸J< yizi膜子 i 'dzi I椅子J< y'izi椅子

'badzi I取っ手J< bazi把子 ba 'dzi I傷あとJ< bazi矩子
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3. 2.形態

3. 2. 1.後置成分の借用

[a]重複により「ーずつ」の意味を表わす，基数詞および数調と数量詞(6)

の末尾に，副調句を形成する中国語の接尾辞-de (地)に由来するーdz，iが付

加される。以下，参照する内モンゴル語の標準語の基礎となったチャハル方

言は Cha.，中国語(北京語)は Chi.と省略する。

(3) GuraI) Gural) dz，i 1 3つずつj : G町 al) 13 j 

tawi d~aI) tawi d~a1) d4i 15枚ずつj : tawi 1 5 j， d~a 1) 1枚j(< 

zhang張[数量調])

[ Cha.] gurab gurab 1 3つずつj : gurab 13 j 

[Chi. ]三個三個地「同上」

[b]擬声副詞には，同じく中国語の接尾辞-de (地)に由来する -d4iが付

加される。

(4) t01)Gori garau garaudz，i misidd nanbal)giada dawawo 1大雁がガー

カ、、ーと鳴いて南方に飛んでいったj : tOI)Gori 1大雁J，garau擬声語，

misi 1飛ぶj ，ーd~i 副動詞， nanbal)gia r南方j，-dtl与格， dawa 1越え
るj，-wo過去

[ Cha.] galuu ga1) gar g01) gor d01) godsol) 1雁がガンガル，ゴンゴjレと

鳴いたj : ga1uu 1雁j，gal)gar g01)gor擬声語， d01)god 1鳴くj，

・S01)完了

[ Chi. ]大雁関関暖痩地叫着往南飛過去了 1(4)に同じ」

[ c ]後項の語頭子音の交替 (mとの交替，語頭のmのsへの交替)を伴う，

包括性を表わす重複形形成に際して，重複語幹末に，並列した語句の後に用

い「ーといった類」という意味を表わす中国語の接尾辞 -de (的)に由来す

る-dz"iが付加される。

(5) ta~i ma~idz，i 1石やらなにやらj : ta~i 1石」

maKala saKaladz，i 1帽子やらなにやらj : maKa1a 1帽子」

[ Cha.] malgaa salgaa 1帽子やらなにやらj malgaa 1帽子」

[Chi. ]破銅繍鉄的，他徐来ー満僅「銅のかけらやら屑鉄やらを，彼は
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かごいっぱいに拾ってきた」

[d]持続態を表わす中国語の接尾辞 -zhe (着)に由来する司ddが， ドゥ

ンシャン語の副動詞形成接尾辞・dOと融合し，動作の結果，動作あるいは状

態の持続を表わす。

(6) ;)n;} mori xolud~i Gudul)no wo rこの馬は走ると速いj(動作の結果
;)n;} rこのj，mori r馬j，xolu r走るj，Guduηno r速いj，wo繋辞
[Cha. ] ;}n;} mar guixed xurdal) baan r向上j: ;}n;} rこのj，mar r馬j，
gui r走るj， -x形動詞(現在)， 四争挿入母音， 圃d与格， xurdal) r速
いj，baa rであるj，-n現在
[Chi. ]説着容易，倣着難「言うと易しい，やると難しい」

(7) mini nurul) otud~i r私の腰がずっと痛いj(動作の持続 mini1人

称単数属格(以下 1単属)， nurul) r腰j，otu r痛む」
この例では -d~i が終止形として用いられていることに注意。

[ Cha.] minii nuruu obdod3 baan r向上j minii r私のj，nuruu r腰j，
obd r痛むj，・0・挿入母音， -d3冨IJ動調
[ Chi. ]我的腰痛着「同上」

[ e ]中国語の名詞 bao (包)r入れ物，包み」に由来する派生接尾辞 -bo/
-baoが，名詞あるいは形容詞の語幹について， rーの人」という意味を表わ
す(阿・伊布投黒麦 1988 : 141)。

(8) qawabo r鼻たらしj : qawa r鼻水」
taJmnbo r太っちょj taKun r太った」
jarabao r傷だらけの人j : jara r傷J

3. 2. 2.重複法の機能の変化

形容詞の重複形が強程度を表わす。

(9) mila mila rとても小さなj : mila r小さなJ
taKul) taKul) rまるまる太ったj taKul) r太った」
[Cha.] buduul) buduul) mod r高い木々j(分布的複数)
[ Chi. ]小小的「とても小さい」

酔酔的「まるまる太った」
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3. 2. 3.借用動調による態の表示

受動態を形成する接尾辞が失われ(7) 代わりに名詞と中国語の動詞ai(挨)

「ーを受ける，ーされるJに由来する naijiを組み合わせて受動態を表わす。

制 bikUl)s;) t;)ija naijiwo 1私は人に打たれたj : bi 1単主， kUl) 1人j，

-S;)奪格， t;)ija 1根棒」

[Cha. ]凶 XUl)dd3odogd1oo 1同上j 凶 1単主， XUl) 1人j，ーd与

格， d30d 1打つj，-0-挿入母音， -gd受動態， ー100過去

[Chi. ]挨打aida1殴られる」

挨罵 aima1罵られる」

3. 2. 4.繋辞借用によるこ重繋辞構造

中国語の繋辞 shi (是)に由来する討を等位にある名調聞に，一方， ドゥ

ンシャン語本来の繋辞woを文末に用いる二重繋辞構造がみられる。

。1) mini ni;)r;) ~i abudu wo 1私の名前はアプドですj : ni;)r;) 1名前」
[ Cha.] minii n;)r baatar 1私の名前はパータルですj n;)r 1名前」

[Chi. ]我的名字是金明「私の名前は金明です」

3. 2. 5.動詞語幹による副動詞形成

動詞語幹がそのままで副動詞として用いられ，ときにはそれが2つ 3っ

と重なることがある。以下，下線部が動調語幹形である。

(12) 凶;)boro加al);)t~is;) idund;)n;)且豆空agiwo 11匹の灰色のヤギが行く

と，たちまちのうちに食べてしまったj 凶;)11 j， boro 1灰色のj，

imal) 1ヤギj，;)t~i 1行くj， -S;)副動詞(仮定)， idund;)n;) 1たちまち

のうちにj，id乙i;)1食べるj，agi 1取るj(動作の完了を示す補助動詞)

[Cha.] tf on xurgiig barsaI] t;)r doorool) id;)d3 a四100 1オオカミは

仔ヒツジを捕まえるとすぐに食べてしまったj : tfon 1オオカミj，

xurg 1仔ヒツジj，-ug対格， bar 1捕まえるj，-sal)完了， t;)r 1そ

のj，doorooI] 1すぐにj，id;) 1食べるj，arx 1捨てるj(動作の完

了を表わす補助動詞)， -100過去

[Chi. ]ー只灰山羊去了之后，一頓就吃持了 1(12)に同じ」

。功也並白色主主主回~ir ;)s;) ja ;)n;) ~i 凶;) dz，audz，il) wo 1慌てて跳び起き
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てくると，これはひとつの夢なのだj(布和 1986: 279) d乙inda

「慌てるj(< jin緊)， dz，iauli r跳ぶj，bosi r起きるj，ir<l r来るj，
ja終助調(強調)， d~aud早 i l) r夢」
[Cha.] t<lr d3otfil) s<lrtf usr<ll) bostf irl<l<l r彼は驚いて目を覚まし
跳び起きてきたj : t<lr r彼j，d30tf r驚くj，-i-挿入母音， -1)副動
調 s<lrr目覚めるj，usr r飛び上がるj，・3・挿入母音， bos r起
きるj，ir r来るj，-l<l<l過去
[Chi. ]他看見這個人証忙枯起来「彼が見ると，この人は大急ぎで、跳び、

起きてきた」

3. 3.統語

引用節+rーと思うjr ~と希望するJ 等というモンゴル語の語順が， r思
うjr希望するj+引用節のように逆転する。
(14) bi pand乙iddt~i <lt<iiKal) gaudas<l r私はきみが早くよくなるように希
望しているj(布和等編 1986 : 24) : pandz，i r希望するj(< pan肪)，
t~i 2単主， <lt<iiKal) r早くj; gauda rよくなるj(< hao好)， -S<l希望
[ Cha.] bii tf amaag xurdal) saa 1) boloosaa g <ld3 xustf baan r同
上j tfamaag 2単目， saal) rよいj，bol rなるj，-oosaa希望，
g<ld3 rーとj，xus r希望するj，・tf副動調
[ Chi. ]我希望的ミ早日快復健康「向上」

(15) sumulad~i kUl)ni xaijin<l gi<ldぇiwo r人に危害を加えると思っているJ
(布和等編同上:97) sumula r思うj(< simou思謀)， kUI) r人j，
d 対格， xaiji r危害を加えるj(< hai害)， -n<l現在， gi <l d~i r ~と J

この(14)(15)の pandz， id~i ， sumulad~i の -d~i は，中国語の接尾辞 -zhe (着)

に由来するものであることに注意。

3. 4.語集

陳はドゥンシャン語(鎖南服地区)における中国語からの借用語集が，

1955年の調査語嚢1593語のうち49.2%，1980年の調査語集3171語のうち

49.76%という高い率を占めていることを報告している(1988: 105)(8)。こ

れは近隣の同じくモンゴル語系孤立的諸言語であるシラ・ユグル語 (1956年
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は23.9%，1980年は9.6%)，モングォル語(1955年は19%，1980年は18.69%)，

青海省のパオアン語(1956年は14%，1980年は9.04%)(9)における中国語か

らの借用語の率をはるかに上回っている。また，このような高い率を反映し

て， ドゥンシャン語における中国語からの借用語集は，名調，数調，数量詞，

形容調，副詞，動調のみならず，接続詞，繋辞，終助調といった文法的な機

能語にまで及んでおり，その干渉の大きさがうかがわれる。

ハールマンは多量言語接触によって当該言語に生じる文化変容現象の指標

として， 1)数調， 2)ことば行為構成要素(接続詞，間投詞，慣用句など)，

3 )親族名称， 4)身体名称の借用が考えられることを指摘している (1985: 

87-139)。つまり，多量接触言語と呼ばれるものでは，これらの領域に借用

が平均的に見られ，このことが当該民族が文化的な変容をこうむっているこ

との指標になるという。ドゥンシャン語でも，以下に見るように，これら 4

つの領域のすべてにわたって中国語からの借用が見られることから，このよ

うな語藁借用と平行して，文化的にも単なる移入から，さらに影響の甚大な

文化変容が起こっていることが予想されることにも注目しておきたい(10)。

3. 4. 1.名詞

中国語からの借用語は日常の生活用具，親族名称，身体部位，動植物など

の語嚢に見られる(布和等編 1983)。

(16) wadzi ["靴下J(<wazi様子)

b;udzi ["湯のみJ(< beizi杯子)

agu ["父の姉妹J(< agu阿姑)

sundzi ["孫J(< sunzi孫子)

ui ["胃J(< wei胃)

xaba ["あごJ(< xiaba下巴)

dぇuadzi ["足J(< zhuazi爪子)

loto ["ラクダJ(< luotuo騎蛇)

jalJji -j削「じゃがいもJ(< yangyu洋芋)

借用語の中には解放以前の早い時期に借用されたものと，解放以後に借用

されたものがある。
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(同 c;iaudz.ie 1お嬢さまJ(< xiaojie小姐) [解放前]

xuaI]eaI] 1上帝J(< huangshang皇上) [ ク ] 

giamil) 1革命J(< ge凶ng革命) [解放後]

êaxuid~uji 1社会主義J(< shehui zhuyi社会主義) [ ク ] 

中国語を音転写した借用語以外に，複合語には，前項に中国語の借用語，

後項にそれをドゥンシャン語で注解した形のものがある(阿・伊布技黒麦

1988 : 155)。

(18) pingo alima 1りんごJ pingo (< pingguo頻果「りんごJ)，alima 

「果物」

sumu mutun 1松の木J sumu (< song mu松木)， mutun 1木J

また，前項の中国語の借用語が修飾部，後項のドゥンシャン語が被修飾部

となる複合名詞がある(阿・伊布投黒麦 同上)。

(19) maimai kun 1商人J maimai (< maimai売買)， kun 1人」

niupi giadia 1牛皮紙J niupi (< niupi牛皮)， giadia 1紙J

さらに，一部を中国語の借用語で表わし，一部をドゥンシャン語で翻訳し

た複合名詞がある(阿・伊布投黒麦 同上:156)。

側 naidzi arasun 1沸騰した牛乳の薄い膜J naidzi (< naizi妨子「牛乳J)， 

arasun 1皮」

この例は中国語の「妨皮」の「妨」を naidziで， 1皮」をドゥンシャ

ン語の arasunで表わしたものである。

3. 4. Z.数詞

数詞は 11Jから 110Jまでが本来のドゥンシャン語で， I11J以上は中
国語からの借用語で表わされる (11)(12)。

3. 4. 3.数量詞(13)

~1) 度量衡単位:d乙aI](< zhang丈)， tei (< chi尺)， sUI] ( < cun寸)

貨幣単位 kuai (< kuai挟)， dz，iau (< jiao角)， faI] (< fen分)

類別単位:d~aI] 1一枚J(< zhang張)， tc;iau 1一本J(< tiao条)，

eual) 1-対J(< shuang双)，釦「一幅(絵など)J(<如副)

3. 4. 4.動調
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ドゥンシャン語の動調には中国語から借用されたものが多いが， ドゥン

シャン語固有の動詞同様，語幹に動詞形成接尾辞 -Ia/ -li;:}/ー10，-da / -d乙i;:}/

-do， -ra /・r;:}などを付加することによって形成されたものがある。

制 dafa1ar派遣する，嫁に行くJ(< dafa打発)
b;:)出;:}r背負うJ(< bei背)
pauda r射撃するJ(< pau砲)
minb;:)r;:} r理解するJ(< minbai明白)

一方，単音節語の場合には， -dz，i (nあるいはq終わりの語根の後)，オi，

-t<;i (母音終わりの語根の後)などを付加したものが多い。

同 indz，ir印刷するJ(<向1印)
laji 円|くJ(< la 投)

mat<;i r拭くJ(<ma抹)
近年に借用された複音節からなる動詞は，ドゥンシャン語の動詞 gi;:}rするJ

とともに用いられる。これは日本語で中国語の借用語にサ変動詞を接続して

動詞を作る手法と類似している。

制 pipil)gi;:} r批評するJ(< piping批評)

fad~an gi;:) r発展するJ(<.fazhan発展)

3. 4. 5.接続詞

側 xo [並列](< he和)， xod~;:} [選択](< huozhe或者)， j;:}u 累加]

(< you又)， busuand~;:} [累加] (< busuanzhe不算者)， dan~i [逆接]

(< .danshi但是)， jau~ i 仮定] (< yaoshi要是)，泊w;:}i 理由] (< 

yinwei因為)

3. 4. 6.終助詞

側 ba [疑問，推量，命令](< ba日巴)， j;:} [譲歩](< ye也)， ja 強調]

(< ya厨)， ea [疑問，推測] (< shaP舎)

4.動調語幹による副動調形成

以上， ドゥンシャン語に見られる中国語の干渉の事例を，音韻，形態，統

語，語集の各レベルにわたって概観してきた。本節ではこのうち形態的干渉
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の一例である 3.2. 5，すなわち動詞語幹による副動調形成について取り上

げ，中世蒙古語あるいは現代モンゴル語において限られた範囲で見られる類

似の用法と対照させながら，これが，種々の動調+動詞の結合，さらには動

詞が直接結合せず，その聞に主格以外の補語や修飾語が挿入された，日本語

について寺村のいう「複述語をもっ単文j(1991 : 217) (14)に類する文，さら

には 2つ以上の節を含む複文の形成を動詞の形態的変化を経ずに行ないうる

中国語の干渉によって，拡大発展したものであることを見てゆく。

モンゴル語は一般に，動詞語幹に種々の副動詞形成接尾辞を接続すること

によって副動調形を形成する。しかしその一方で，動詞が語幹だけで副動詞

として働く現象も，過去にはすでに中世蒙古語に，また現代では現代モンゴ

ル語(ハjレハ方言，チャハル方言等)において見られる。しかしながら，そ

れらは以下で見るように限られた範囲で観察されるにすぎず， ドゥンシャン

語に見られるような広範な使用は，中国語の干渉を抜きにしては考えられな

いものである。さらにこれは， 3. 2. 1で例示したような，中国語の種々の

後置成分を，接尾辞型というドゥンシャン語の類型的枠組みのなかで借用す

るといったいわば量的な変化ではなく，むしろ動調形態法における接尾辞型

そのものの崩れ，さらにいうならば，接尾辞型から孤立語型への質的な変化

の方向性を暗示する現象として注目に値いするものである。

4. 1.中世襲古語

中世蒙古語文献『元朝秘史』には，動詞が語幹だけで副動調形を形成して

いる例が数例みられる。『元朝秘史』はモンゴル語を漢字音訳したものであ

るが，以下では便宜的に，小沢(1984，1985)の施したローマ字転写に若干

の訂正を加えて表記するものとする。

制 sonimaGa qa'aa里担 aju'uu r夜はさてどこに泊まっていたのだろう
かj(~31) : so凶「夜j，maGa rはてj，qa'aa rどこにj，qono r泊
まるj，a rいるj，-j u'uu過去
側 buqa'uuminu abcu sulala j u盟主2.a'uululaai r私のかせを取り弱めて泊
まらせていたj(~84) : buqa'uu rかせj，minu 1単属， ab rとるj，
-cu副動詞， sulala r弱めるj，-'uul使役，ーu-挿入母音，ーlaai過去
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側 Begterhulqun deere iiirGa aGtatan yesun morid qara j u sa'uu bukuidur 

「ベクテルが小山の上で黄白色の去勢馬など 9頭の馬を見張ってすわっ

ているときにj (~77) : hulqun i小山j，deere i上でj，sirGa i黄白

色のj， aGta i去勢馬j，ーtan iなどj， yesun i 9 j ， mori i馬j，

d複数， qara i見張るj，・ju副動詞 sa'uuiすわるj，bu iいるj，

-kui形動詞(現在)， -dur与格

側 Bodonc紅 Buqu-qatagiaqayu'aan qoinaca daGa J u qatara j u盟也 ugulerun
「ボドンチャルはブク・カダギ兄の後から従い，駆け行きながら言うの

にj (~33) : aqa i兄j，-yu'aan再帰格， qoina i後j -ca奪格， daGa 

「従うj，qatara i駆けるj，yabu i行くj，ugule i言うj，-run i-

したところ」

小沢はこれらの動詞語幹形を文法的には不規則であるとしながらも，中世

蒙古語においてすでに，副動調語尾引を省略して動詞語幹によって副動詞形

を表わす用法が存在していた可能性があることも示唆している(1984: 163)。

まず上の qonoa J u'uu， qono a'uululaai， sa'uubukuidur， yabu ugulerunの4例
では qono，sa'uu， yabuという動詞の語幹形がすべて後ろの動詞に直接接続

して用いられ，動詞+動調の結合を形成していることに注意されたい。さら

にこれら語幹形に後続する動詞に注目してみると， ~7)~8)(2 9)の 3 例は，動作の

進行を表わす a，bu (15) iいる，ある」という補助動詞(16)であり，このこ

とから 2つの動詞の結合度が強いことがうかがわれる。ただし，この a，

buという補助動詞も規則的に動詞の語幹形に後続するわけではなく，通常は，

次のように副動詞形成接尾辞をともなった動詞に後続しているため，上のよ

うな動調語幹形の現われは， r元朝秘史』では例外的な現象と考えるべきも
のであろう。

制 nikengurumele ko'uun ge'柏田'aanaquyi J olGa j u i一人の爽やかなる

若者が牝馬を搾乳しているのに出会ってj (~90 ) niken i 1 j， 

gurumele r爽やかなj，ko'uun i若者j，ge'凶「牝馬j，sa'aa i搾乳す
るj，-n副動調 -qu形動詞(現在)，引対格， j olG i出会う」

側 tereQabiCi ba'aaturun ekeyin in J e iregsenni Bodoncar tata J u bule'ee 
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「そのカビチ・パートルの母に嫁入り財産として来たものをボドンチャ

ルは妾にしていたj (~43 ) tere 1そのj， -un属格， eke 1母j，

引n属格， inJ e 1嫁入り財産j，国「来るj， 司gsen完了 -ni対格，

tata 1妾にするj，ーle'ee過去

一方，例制の yabuugulerunのugule凶nは本来の意味を保った本動詞とし

て用いられており， yabu， uguleという 2語の意味的な結合度が，補助動詞

を後続させた他の 3例に比べ弱いことがうかがえる。このことは，中世蒙古

語においては次に見る現代モンゴjレ語よりも広範な動詞語幹形の利用が可能

であったことを示唆するものといえるかもしれない。

4. 2.現代モンゴル語

ハルハ方言では動作の継続を表わす動詞の重複形を作る際に，通常，前部

の動詞は副動詞形成接尾辞引を取るが，後部の動調が副動調形成接尾辞

・saar--soor --seer --soor 1ーながら(継続)jを接尾する場合に限って，

語幹形のままで現われる。

(33) jab jabsaar 1行き行きしながらj : jab 1行く」

型iguiseer 1走り定りながらj : gui 1走る」

一方，チャハル方言では，後部に補助動調jad1-しかねる」がくる場合

に限り，前部の動詞は規則的に語幹形で現われる (17)。

(34) tJu tJin bas juu x<ll<lx g<l<ld xel jadaad baan 1おまえはまたなにを言

おうとして言いかねているのだj: tJu 1おまえj，tJin人称所有小辞(2 

単)， bas 1またj，juu 1なにj，x<ll 1言うj，-<l-挿入母音 -X形動

調(現在)， g<l 1言うj，・<l<ld副動詞 -aad副動調， baa 1いるj，

-n現在

現代モンゴル語においても，ハルハ方言では動詞の重複形，チャハル方言

では動詞と補助動詞というように， r元朝秘史』同様に 2動詞の結合の場合に，
語幹形が現われていることに注意されたい。しかし，すでに上で触れたよう

に，現代モンゴル語には『元朝秘史』の例倒に見られるような，動詞の語幹

形に後続する動調が意味的な独立性を保っている例は見られないことから，

中世蒙古語よりもさらにその利用範囲が限定され 2つの動調の結合度が強
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い場合にのみ語幹形が現われると考えることが可能であろう。ちなみに，チャ

ハル方言のjadは本来は「疲れる，苦しむ」を意味するが，これが本動詞と

して単独で用いられることはほとんどなく，通常は上のように補助動詞とし

て他の動調に後続して用いられるか，あるいは. jadaxgui r ~するかもレれ
ないj(-x形動調[現在]. -gui否定). jadaxdaa r少なくともj(-d与格，
・aa再帰格). jadad3 rせめて」トd3副動調)のような慣用表現として用いら
れることから，その語としての独立性の低さがうかがえる。

4. 3. ドゥンシャン語

一方， ドゥンシャン語では以下に見るように，中世蒙古語や現代モンゴル

語に見られるよりもはるかに豊富かっ広範囲に動調の語幹形が用いられてい

る。

4. 3. 1.複合動詞

ドゥンシャン語では複合動詞の前項にも語幹形が見られる。以下にあげる

例には参考に，引用文献である布和編著(1985).布和等編(1986)で施さ

れている中国語訳を添えておく。

(35) in gidSd dnd kdWOI) biIJla凶maIJ旦笠!dt~iKawo rこうすると，この少
年は兵士たちをすべて帰したj[干是，小秋子把士兵都打発定了 :in

「こうj. gid rするj. kdWOI) r少年j. bil) r兵士j(< bing兵). -la 
複数， ー凶対格. mal) rすべてj. qari r帰るj. dt~i r行くj. -Ka使役
(36) dnd ot<;inla凶dkUIJ nid kuan tajisd mausumdKdt~ini 恒旦 irdKdWO rこ
の娘たちは一人が一つの足を蹴ると，妖婆を降りて来させたJ[姑娘何

一人賜了一脚，把妖婆賜了下来] : ot<;in r娘j. -la複数. kUI) r人j.
kuan r足j. taji r蹴るj(< ta踏). mausumdKdt~i r妖婆j. bau r降
りるj. 註dr来るj. -Kd使役
2つの動詞の結合が複合動調か否かの判断はむずかしいが，上例制側では

使役の接尾辞・Ka~ -Kdが 2つの動詞全体に接続していると考えられるこ

とから，複合動詞と見ることができる。

4. 3. 2.動詞の重複形

強調を表わす動詞の重複形形成の際，前部動詞は語幹形で現れる。
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。7) ana biari aji 司id~i rこの嫁は恐れに恐れてj[這個娘婦害伯 biari
「嫁j，aji r恐れるJ
動詞の重複形の場合，語幹形が2つ重なることがある。

側 d~al)Gai xolu xolu hatead乙ibadzila dawo rオオカミは走りに走って疲
れて我慢できなくなったj[狼胞着，胞着，累得忍不住了 d~a l)Gai

「オオカミj，xolu r走るj，hatee r疲れるj，badzila r我慢するj，
da rできない」
側 d~au d~au ana nianaigiani dぇaualawo r岐みに殴んでこの老婆を股
み殺してしまったj[岐着，岐着，把老妨妨股死了] : dぇaur殴むj，
凶anaigiar老婆」
4. 3. 3.動詞+補助動詞

ドゥンシャン語では，次のようなさまざまな補助動詞が主動調の語幹形に

接続しうる。

agi r取るj 動作の完了
制 sauxuni dぇal)Gai坦豆生agiwor種ヤギをオオカミは食べてしまったJ[狼
把種山羊吃捧了 sauxur種ヤギ」
事1) nOl~ai banbal)ni kialianni匝旦互旦agiwor雀パチの舌をすっかりつつい
てしまったj[就把黄蜂的舌頭啄了下来 nOKaibanbal) r雀パチj，
d 属格(18)，kidm「舌j，-ni対格， teUKU rつつく」
etei r行くj 動作が対象の広範囲に及び，その結果なにかが失われるこ
と

同 mini arasul)ni mal) 1皇豆!ateiwo r私の皮を全部剥ぎ取ってしまったJ
[却把我的皮子全部給剥去了:maIJ r全部j，teoji r剥ぐ」
補助動調として用いられているこのateiと平行して，中国語訳でも本来「行

く」という意味を表わす「去」という方向補語が使われていることに注目さ

れたい。ちなみに方向補語「去」は，r動調+r去.1+名詞(動作の対象)J
という形で，例えば「己経用去了一億美元(すでに 1億ドルもつぎ込んだけ

のように，やはり atl;iiと同様の意味を表わす。

bai rいるj 動作の進行
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制 'basi jama GuilUJ~a dad;)ll;) ud~;) baiwo rトラはなにも変えることも
できずに見ていたj[老虎無可奈何地干瞳着眼枯在那里 'basir卜ラj，
jama rなにもj，Guilu r変わるj，・Ka使役， da rしかねるj，-d;)n;)副
動詞， ud~e r見るJ
da rーしかねるj 動作の不可能性(=Cha. jad ) 
制) gi;)duIJ t ~a olusanni bi Q豆ladana r何時間になったのか私は覚えてい
ないj [我記不得有多久了 giadUIJ rいくつj， t~a r時間j， olu 
「なるj，-san完了， 四凶対格， dz，ila r記憶するj(< ji記)
制 m加 ;)n;)dえUK;)d;) otud~i badzila dad~i wo r私のこの心が痛んで、我
慢できないj[我心痛得忍受不了] : dぇUK;)r心j，-d;)与格， otu r痛むJ

~ida rできるj 動作の可能性
同 t~i ;)ridぇiolu ~idan;) r君は捜して見つけることができるj[偲能技到
的 :;)rir捜すj，olu r見つける」
kaiji r始めるj(<kai開動作の開始
制 loto lug;)ni t~udz， i;)K;)S;)nU p;)sa tUIJ ku!i;)dd盟主!i;)kaijiwo rラクダ
はシカを見ると，また鳴いて言い出したj [酪舵看見鹿，又吹起牛来

了] : loto rラクダj，lug;) rシカj， t~udz， i;)K;) r見るj，-s;)nu副動詞，
P;)S;) rまたj，tUIJku!i;) r鳴くJ，ki;)!i;) r言うj
t<;iji r始めるj(< qi起動作の開始
同 dぇuadziGaladz;) mi IJ ni waji t <; ijiwo r足で地面を掘り始めたj[用爪子
掻着地] : dえuadzir足j，-Gala造格， dz;)miIJ r地面j，waji r掘るJ
(< wa曙)

制 nOK;)i banb;)IJ otud~i 釦gi;)d;)旦旦豆盟企 t<;ijiwor雀パチは痛くて大声
で叫び始めたj [黄蜂痛得大声叫起来] : fugi;) r大きいj， ーd;)与格，
OI)Gono r叫ぶ」
4. 3. 4.意味的独立性を有する 2動詞の結合

側 ;)Ki alas;) idz，i;)ku uli;) olun;) r打ち殺したら食べられないj[不能吃被
打死之物:;)Ki r打つj，ala r殺すj，idz，i;) r食べるj，-ku形動詞(現
在)， u!i;)否定(現在)， olu rできるj(許可)， 値目現在
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(51) 型担 hat~asa ja，凶afuniaKal) ot~irawo r走り疲れると，一匹のキ

ツネに出くわしたj[胞得己経疲乏的時候， ~並見一只狐狸]， xolu r走るj，

hatea r疲れるj，ja終助調(強調)，凶arlj， funiaKal) rキツネj，

oteira r出会う」

4. 3. 5.多動調結合

多動詞の結合の際，語幹形はときには2つあるいは 3つ連続して現われる

ことカfある。

開 madz. ul) li 1)旦豆型目也豆irasadolual) kUI) udurudz.i wo r馬仲英が跳び
起きてくると 7人の人を引き連れていたj[馬仲英発動起義時，帯領

七個人 dz，iauli r跳ぶj，bosi r起きるj，ira r来るj， dolual) r 7 j， 

kUI) r人j，uduru r引き連れる」

側 bixolu anda ira wo r私は走り逃げてきたj[我是逃脱而来的 anda

「脱する」

側 tal)wal) lie imil) ana kUI)凶 teudz，iaKad ana旦豆国主色担uli也豆irawo

「唐の王李世民はこの人を見て，慌てて跳び起きてきたj[唐王李世民

看見這個人証忙枯了起来]

制 bi室長翌担恒盟主 bu<;indadz.i wo r私は恐れ走り疲れて力尽きたj[把

我嚇得胞累了，精疲力尽了] : bucinda r力尽きる」

4. 3. 6.複述語をもっ単文

動詞の語幹形は，動詞聞に補語(主格を除く)や修飾語を含む場合にも，

その前部の動調に現われる。

[a]並列構成

制 dぇal)Gaisaulia aji GUKisa ulia ajidana“go 1 aulau" ei jal) odz，i an 

WO ~a rオオカミも恐れず，賊も恐れず， r鍋漏漏Jというのはいった
いどんなものなのだj [不伯狼，不↑白賊，而這“鍋漏漏"是個日舎東西

日尼 GUKir賊j，-dane副動詞， ja可「どのようなj，odz，ian r物j(< 

wujian物件)， ea終助調(疑問)

6カ te泊ijama ulia gia， teini t~auni dojila ulia irana rおまえをなにもし

ないし，おまえの政権を奪いにも来ないj[他不倣什鹿干渉像的事]
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t;;;ini 2単目， jama rなにもJ，t;;;凶 2単属， t;;;au r政権J(< chao朝)，
-lll対格， doji r奪うJ(< duo奪)， -];}副動詞(目的)
[b]従属構成

同時i坐 d7pii.ImaUSUm;}K;}t ;;;i凶gi;}d;}dudUI)Gilani mal) U1wd;}n;} r打ち
殺すとすぐに妖婆の家にあるものをすべてもってJ[打死之后，帯着妖

婆家里的所有東西 duurーするとすぐにJ(< jiu就)， mausIlm;} K-
;} t;;; i r妖婆J，-ni属格， gi;} r家J， 司d;}与格， -du rーにあるJ，dUI)Gi 
「物J(< dongxi東西)， -la複数， ー凶対格， UKU rもつ」

4. 3. 7.棲文

さらに 2つ以上の節を含む複文の，前節の動詞も語幹形で現れることが

できる。

制 t;;;i uila uli;}旦ilama ;}n;} fugul) ;;;i minuKUI) WO  r君が泣こうが泣くま
いが，この脂肪の塊は私のものだJ[不管弥突不突，這塊脂油是我

的 uilar泣くJ，ma終助調(逆接)， fugul) r脂肪J，minuKul) r私
のもの」

4. 4.中国語との対照

中国語は語が形態的変化をこうむることなく，語順や機能語によって文法

関係を標示することが可能なことから，一般に「孤立語」と呼ばれている。

もっとも現代中国語では，重複法，複合法，そしてその捉え方，扱い方は研

究者によって異なるものの(19) 接辞法なども形態的手段として用いられて

いる。ちなみに，動調には，相にかかわる -le (了) [完了]， -zhe (着) [進

行]， -guo (過) [不定過去]， -qilai (起来) [起動]，司aqu (下去) [継続]

などの接尾辞が生産的に接続しうる。ただし，これらは義務的なマーカーで

はなく，文脈によっては省略されうるものでもある(例:這是去年完成[了]

的房子「これは去年完成した家ですJ[Chao 1968: 246] )。さらに複合，

重複，連語，複述語をもっ単文，複文という語から文にわたるあらゆるレベ

ルで，前部の動詞は語幹形のまま現われることが可能である。

4. 4. 1.複合動詞

2つ以上の動調語幹を組み合わせた複合動詞(20)としては，動作・行為と

Fhυ nu 

唱
E
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その結果を表わすもの(shuoming説明「説明するJ，dadao打倒「打倒する」

など)，動作・行為の順序を表わすもの(jieyong借用「借用する」など)，

類義語複合(shangliang商量「相談するJ，libie離別「別れる」など)，反義

語複合(laiwang来往「行き来するJ，huxi呼吸「呼吸する」など)などが

あげられる(輿水同上:52-4)。

4. 4. 2.動詞の重複形

中国語における動詞語幹の重複形は一般に時間の短いこと，あるいは動作

の回数の少ないことなど，少量であることを示す(輿水 1985 : 170)。この

点， ドゥンシャン語の(37)(3鵬ゅのような強調表現としての重複形とは異なるこ

とに注意されたい。次の制)は輿水(向上:172-3)による。

側他不好意思地笑笑「彼はきまり悪そうにちょっと笑った」

給我看看「私にちょっと見せて下さい」

4. 4. 3.動詞十結果補語・方向補語

中国語ではある動詞が別の動詞に直接に後置され，いわゆる「結果補語」

「方向補語」として，動作・行為の結果あるいは方向性を示すことがある。

結果補語としては， si 死)r死ぬJ(dasi打死「打ち殺すJ[例50の中国語
訳参照]など)， luan(乱H乱すJ( daoluan揚乱「かき乱す」など)， lei (累)

「疲れるJ(paolei (胞累)r走り疲れるJ[例55の中国語訳参照]など)な
どがある。また方向補語としては， lai (来)(他から話者へ)， qu (去)(話

者から他へ)， chu (出)(内から外へ)， jin (進)(外から内へ)， shang (上)

(下から上へ)， xia 下)(上から下へ)， hui (回)(回帰)， guo (過)(通

過)などがある。次の刷)は方向補語の例(輿水 向上:379)。

(61) ー只晴挺飛来了「一匹のトンボが飛んで来た」

雄鷹飛上了藍天「タカが青空に飛び上がった」

結果補語や方向補語は，このように本来の意味を保って用いられる場合以

外にも，本来の意味が希薄になり，前の動詞に付属的な意味を添える働きを

することもある。次の側は結果補語の例。

側我説的話徐所見了鴫?r私の言ったことが君には聞こえたかJ(見[五
感による感取])
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捉住了一只胡蝶「一匹のチョウを捕まえたJ(住[安定J)

事情倣完了「用事を済ませたJ(完[完了]) 

次の制は方向補語の例(興水 向上)。

制這個人看来年紀不小了「その人は見たところかなりの年齢であるJ(来

[推量的結論を出す過程J)

我何都買上了「私たちはみな買えたJ(上[対象への到達あるいは目

的の達成・実現J)

この他，例制で見た結果補語「去」も，動作・行為が広範囲に及び，その

結果なにかが失われるという， 1去Jが本来示す「行くJという意味とは異

なる派生的な意味を表わしていることに注意されたい。

中国語の結果補語や方向補語に見られる，このような本来の独立した意味

から前部の動調に対する付属的な意味への変異は， ドゥンシャン語の前部動

調に語幹形が現われる 2動詞の結合において，後続する動詞が独立した意味

を示す場合も，補助動詞としての意味を表わす場合もあることと平行してい

るように思われる。

4. 4. 4.多動詞結合

「来J1去」という 2つの方向補語は，それ以外の方向補語に後続して， 1進

来J1回来J1出去J1過去」などの複合方向補語を形成して動詞に後置され

るが，このことはドゥンシャン語において 2つあるいは 3つの動詞語幹が連

続して現われる現象とも無関係ではないであろう。ちなみに，例(52)(53)(5心では，

いずれも連続した最後の動詞がird1来るjであることに注目されたい。

4. 4. 5.複述語をもっ単文

[aJ並列構成

制天天胞歩，遊泳，打網球(興水同上:409) 1毎日ジョギングをした

り，泳いだり，テニスをしたりする」

[bJ従属構成

制花両小時買東西(輿水向上 :418)12時聞かけて買物をするJ

4. 4. 6.複文

倒的Z這慶説，我還是不去(橋本 1989: 901) 1君はそう言っても，私は
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やはり行く気がしない」

このように中国語では，語から文にわたるあらゆるレベルで，動調は形態

的変化をこうむることなく現われることが可能である。

以上，中世蒙古語，現代モンゴル語，

詞語幹形の現われをまとめて図示すると次のようになる。

ドゥンシャン語，中国語における動

ドゥンシャン語中国語

〈図2)

現代モンゴル語

ハルハ チャハル

中世蒙古語

0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
 

O 
O 

O 
O 

複合動詞

重複

動詞+補助動詞

動調十動調

複述語をもっ単文

複文

ドゥンシャン語では中世蒙古語や現代モンゴル語に見られない動詞の語幹

形として，一方では複合による語形成へ，もう一方では動詞が直接結合しな

い複述語をもっ単文あるいは複文形成へと，いわば両方向的にその利用範囲

を広げており，そのいずれの利用においても中国語との重なりを見せている。

このことから， ドゥンシャン語における動詞語幹形の広範な利用が，中国語

との接触に触発されて，既存の利用範囲を拡大発展させた結果に他ならない

ことがうかがわれる。

おわりに

以上，モンゴjレ語系の孤立的諸言語のひとつであるドゥンシャン語におけ

る中国語からの干渉による変容について，その背景となったドゥンシャン族

の言語使用状況，および音韻，形態，統語，語嚢の各レベルに見られる変容

の事実を概観的に踏まえながら，特にその動詞形態法に注目して考察をおこ

ドンシャン語の動調形態法に見られる接尾辞型から孤立語型への移

5 . 
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行は，モンゴル語の基本構造にかかわる重要な質的変化ととらえることがで

きるものである (21)。これはまた部分的ではあるにせよ， ドゥンシャン語に

おけるアルタイ諸語的特徴の喪失，裏返せば，中国語の類型的特徴への収数

を示すものであるといえよう。

もとより言語接触による影響が，威信言語から非威信言語へという一方向

的なものではなく，両方向的ないわば「共鳴Jしあうものであるという細川

の指摘(1985)は，ここで具体的に扱うだけの資料はないが， ドゥンシャン

族の言語状況についてもあてはまるものにちがいない。ちなみに例を近隣に

取れば，青海省でおこなわれている中国語口語には，同じくモンゴル語系の

孤立的言語であるモングォル語などのアルタイ諸語からこうむった影響とし

て，格語尾の借用による格範曙の出現， sov型への語順の変化などが報告
されている(買 1991: 5-12)。このことはさらに，現代中国語(北方語)

そのものが北方のアルタイ諸語からのさまざまな類型構造上の影響を受けな

がら形成されてきたものであるとする，橋本(1992: 1089)などの示唆に富

んだ議論にも連なっていくものとして注目されるべきものであろう。

註

(1) これら孤立的諸言語に見られる古い言語特徴としては，中世蒙古語の無声摩擦喉

音hに対して，これらの言語ではなんらかの無声摩擦子音が保存されていること，

また，やはり中世蒙古語に見られる古い語棄が保存されていること(例えばドゥ

ンシャン語の abi 1伯父J< ebin額賓[元朝秘史]， b刊 G<l1蚤J< burge不児格
[華夷訳語]など)などがあげられる。

(2) 栗林のいう 12言語併用jというのは，劉 (1965: 153)などに依拠したものかと

思われる。ちなみに中国少数民族双語教学研究会編(1990:1 )では，少数民族

を多数かかえる中国の事情を反映して， 1ある個人あるいはある言語集団が2種類

の言語を使用する現象を『双語現象b出19ualism.1とよぶ」と，特に 2言語使用を

個人の運用能力としてとらえず，むしろ後者の場合，すなわち集団的 2言語使用

としてとらえ定義していることがうかがわれる。

(3) 一方， <<東郷族自治県概況》編写組編の新しい資料によれば， ドゥンシャン族の全

人口の約2分の 1，すなわち13万7442人がドゥンシャン族自治県に居住している

とのことである (1986: 13)。

(4) 細川はある言語特徴によって接触下の両言語の構造が部分的にであれ，全面的に
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であれ，双方が歩み寄る形で類似してくるという点に着目して， I干渉interfer-

ence Jではなく「共鳴効果resonanceJという概念を採用している。筆者はドゥ
ンシャン族地域における中国語の状況については現在のところ資料未見のため，

本稿ではさしあたり従来の概念「干渉」を用いておくことにする。

(5) ドゥンシャン語の音素目録は以下のとおりである。

母音 ;}aou ;r

子音 ptkq bdgG  fsxh  wjg  lr 

m n 1) c; tc; d2; [i t[i. d~ (z ts dz) 

これらの子音のうち， P t k q tc; t[i (ts) は無声帯気音， b d g G 

d2; d~ (dz)は無声無気音である。

(6) 橋本(1978: 99)は類別詞と数量詞を区別し，前者は，多くは単音節からなるた

め同音語が多い名詞に付加されて，一定の余剰性をもたせることによって同音語

の区別を容易にするものであり，したがって，例えば， I一条路」のように数詞と

ともに現われるのみならず， I這条路」のように指示詞とも現われることが可能で
あるのに対し，後者はあくまでも数量の単位を表わすものであるため，指示詞と

現われることはないとしている。本稿であげる中国語からの借用語のなかにも，

中国語では橋本のいう「類別詞Jとしても機能するものが多いが， ドゥンシャン
語では筆者の見る限り，その中には指示詞とともに現われるものはないため，こ

れらを数量詞として借用したものと考え，以下， I数量詞」という用語を統一的に
用いることにする。

(7) 中国語口語では受動構文を作る際，使役マーカーである jiao 叫)や rang (譲)

が受動マーカーとして拡大使用されるが，橋本 (1989: 901)はこの現象を満州語，

シベ語，モングォル語といった北方アルタイ諸言語の影響によるものと考えてい

るようである。

(8) ちなみに， ドゥンシャン語の中国語以外の言語からの借用語の割合は，同じく陳

(1988: 105)によれば， 1980年時点で，チベット語からは0.03%，チュルク系の

言語からは1.29%である。

(9) 一方，青海省のパオアン語では，チベット語からの借用語が1980年には53.62%と，

パオアン語の語集全体の半数を上回る高い率を占めていることも見逃すことがで

きない。

(10) ちなみに，ハールマンは言語接触の過程を文化レベルと対照させて次のように図

式化している (1985:86)。

言語レベル:言語接触 多量言語接触 言語取り替え

白寸砂ー.... 惨

文化レベル:文化移入 文化変容 同化

(11) IllJ以上の数詞を，例えば*sal)[ii d~igoIJ 136J (sal) ~i 130J [< sanshi三十]，
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d~iKOIJ 16 j)のように，中国語の借用語とドゥンシャン語固有の数詞とを複合さ

せて作ることはできない。

(12) ただし，分数詞は一般に中国語の借用語を用いる。 sanf"'IJd~iji 13分の 1j (< 
三分之ー)， uf"'IJd~i san 15分の 3j (<五分之三)
同 11 jから 110jまでの数詞がいくつかの数量詞と結合する際に起こる語幹の交
替については，栗林(1989: 1285)を参照のこと。

仙寺村は動詞に補語や修飾語がついてもガ格(主格)が現われなければ，ある具体的，

個別的な叙述内容，すなわちコトにはならないとして 2つの主格補語にそれぞ

れ述語がついたコトが結合したもののみを「複文Jと呼び，主格が1つしか現わ

れずに 2つの述語が現われる場合を「複述語をもっ単文Jとして，複文とは区別

している(1991: 216ー7)。

同 a，buの意義素の違いについて，小沢 (Ozawa 1979)は後ろに接続する語尾の

違いに注目して aは「ある事物が，ある文脈で， (話し手，聞き手，第 3者を含

む)話の核の主観(あるいは認識)とはなんのかかわりもなく存在する，すなわ

ち客観的な存在」を表わし， buは「ある事物がある文脈で話の核の主観(あるい

は認識)となんらかのかかわりをもって存在する，すなわち主観的な存在j[訳は

一ノ瀬]を表わすと定義している。また，チンゲルテイ(清格爾泰 1981 : 41)は，

現代蒙古文語に若干の活用形として残っているこの a，buというこつの補助動詞

の意義素の違いを，やはりそれぞれ「客観的J陳述と「主観的J陳述の違いであ

るとしており，これがモングォル語における a-va，という助動調の意義素の

違いとも平行していることを指摘している。

同 ここでは，単独で本動調としても用いられる一方で，動詞に後続してこれにある

付属的な意味を付加する役割をも果たすものとして， 1補助動詞」という用語を用
い，いわゆる日本語文法の「助動詞jとは区別する。ちなみに a，buは現代の

蒙古文語では単独で本動詞として用いられることはないが， r元朝秘史Jでは次の
ように述語としても用いられている。

Bodoncar uruGa ese to'aaGda j u ende atala ya'uun ke'ee j u 1ボドンチャルは親族に
数えられないで， rここにいても何になろうJと言ってーj(~24 ) : uruG 1親
族j，-a与格 ese否定， to'aa 1数えるj，ーGda受動態， ende 1ここにj，
tala副動詞， ya'min 1なにj，ke'ee 1言う」
Ursi'uun murenne bukun Ayiri'uud Buiru'uud Tatar irgenne AmbaGai qahan okin ogcu 

「ウルシウン河のほとりにいるアイリウド，ブイルウドのタタールの民にアム

パガイ・カアンは娘を与え-j (~53) : muren 1河j，-ne与格， bu 1いるj，
-kun形動語形成(複数現在)， irgen 1民j，okin 1娘j，og 1与える」

制一方『元朝秘史』で、は，同じ補助動詞yadaが後続しでも，前部の動詞は副動詞形

成接尾辞-nをともなって現われる。
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bi ene uge inu uqan yadaj u I私は彼のこのことばを理解しかねてJ(~118) : bi 

「私J，ene IこのJ，uge IことばJ，inu 3単属， uqa I理解する」
(1司 ドゥンシャン語では対格と属格が同形式-mによって標示される。この現象はドゥ

ンシャン語以外のシラ・ユグル語，モング、オル語，パオアン語さらにはダグル語

といった孤立的諸言語にも同様に見られる。これを対格と属格が融合したとする

見方(例えば栗林 1989 a : 284)，反対に古い特徴を保存しているとする見方(例

えば恰斯巴特爾 1982)があり，見解の分かれるところである。

(1骨 ここではChao (1968)に従い， I接尾辞su伍xJI接頭辞prefixJとして扱うこと

にする。

側輿水は動作とその結果を表わす複合動詞と，動詞と補語の組み合せによる連語と

の違いを，前者は動詞聞に可能・不可能を表わす「得JI不」を挿入することがで
きず，後者はできることにあると見ている(1985: 52)。。1) 一方，日本語でも中国語などの外来語を借用して形成されたサ変動詞が，ときに
語幹のみで補語や修飾語をはさんで分析的に用いられ， I無活用動詞J(松下 1924) 
と呼ばれているのは興味深い。
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